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向千鶴/Chizuru Muko
CRANE&LOTUS代表

／WWDJAPANサステナビリティ・ディレクター

1970年横浜市出身。東京女子大学卒業後、エドウインに入社。営業部
で4年半、営業職を務める。日本繊維新聞社記者を経て2000年にINFAS
パブリケーションズ入社。「ファッションニュース」編集長、「WWD
ジャパン」編集長などを経て2020年4月に執行役員「WWDJAPAN」編
集統括サステナビリティ・ディレクターに就任。2024年8月に独立。

記者として主にパリ、ミラノ、ニューヨーク、東京のファッション
ウィークを20年以上取材を続け、デザイナーやラグジュアリー企業の
トップへのインタビューを数多く行う。

「毎日ファッション大賞」選考委員（2015～2020年）、消費者庁サス
テナブルファッション・サポーター、経済産業省「繊維製品における
資源循環システム検討会」委員（2023年）、経済産業省「これからの
ファッションを考える研究会」委員（2022年）、金沢大学エグゼク
ティブ・デイレクター
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WWD US 1910年創刊
ファッション業界紙

WWD JAPAN 1979年創刊
森英恵氏が米国で出会う
BtoBメディアとして現在も
発行を続ける

サステナビリティの取材に注力
2020年のイベントには小泉進次郎
前環境大臣にも登壇いただく

WWDJAPANとは？
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SGDｓってなぜ取り組む必要があるの？

ネガティブとポジティブ、２つのとらえ方

①地球が壊れてしまうから

②産業の在り方が間違っていたから

③法規制が進むから

↓

↓

④消費者が「信頼できるもの」を求めているから

↓

⑤その方が「豊か」なものを提供できるから
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2020年 先行する海外事例紹介

過去５年のファッション産業×SDGｓ

2021年 言葉の定義から始める2019年 危機感、覚悟を問う
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2022年 衣類回収の現実を追う

過去５年のファッション産業× SDGｓ

2023年 舞台は売り場へ！2022年 洗濯でプラが海へ
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2023年「パタゴニア」に学ぶ
新資本主義

過去５年のファッション産業× SDGｓ

2023年トレーサビリティを諦
めない。服作りは農業である 7



ファッションは農業だ

①地球が壊れてしまうから
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生物多様性の損失

出典：WWFジャパン 13



SDGｓとファッションの関係
②産業の在り方が間違っていたから
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砂漠や海岸に廃棄衣料の山

洗濯はマイクロプラ流出

画一的な美の基準への反発

安価な服を縫う縫製工場が崩壊
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古着のリメイクブランドが人気

破棄漁網がドレスに循環

下着のモデルが等身大に

ユニクロの移民雇用
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循環ファッションを目指そう！
⑤その方が「豊か」なものを提供できるから
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どこを目指すのか？
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展望。どこを目指す？
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循環に向けた国内の取り組み
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国内の最新の動き
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国内の動き
アップサイクル
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国内の動き
自社中古品販売

23



国内の動き
資源循環、ごみは資源だ
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国内の動き
革新的な素材
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STELLA McCARTNEY
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店頭の役割がとても重要にな
る理由
④消費者が「信頼できるもの」を求めているから
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さて、売り場＝生活者には伝わっているのだろうか？
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ファッション産業の課題

•生活者へサステナブル・ファッションの価値を本格的に届ける
段階

•商品の背景を伝えること大切。しかし中小規模企業が多くサプ
ライチェーンが長いため、トレーサビリティの徹底が難しい

•「繊維資源循環」の未来へ向けて企業と生活者の協業は欠かせ
ない。つなぐのは地域社会とそこに根付いた小売り

→消費者への正しく、正直な情報共有。価値共有が重要に
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アップサイクルとは？
生産時の副産物や不要になったものなどからより価値の高いものを生み出すこと。
写真左：「コムデギャルソン」と「フライターグ」のコラボ 右：「マリーンセル」2019年春夏コレクション
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リサイクルとアップサイクルの違い
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リサイクルとは＝
回収したものを一度資源に戻す
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アップサイクルの例
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アップサイクル
の例：レッド
カーペット
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欧州で進む法規制
グリーンウォッシュと言われないために

⑤法規制が進むから
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欧州委員会： 2022 年 3 月に持続可能な循環型繊維戦略

「2030 年までに EU 域内で販売され
る繊維製品を、耐久性があり、リサ
イクル可能で、リサイクル済み繊維
を大幅に 使用し、危険な物質を含ま
ず、労働者の権利等の社会権や環境
に配慮したものにする」
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国も本気で動き始めている
「環境配慮情報開示ガイドライン」
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衣料品回収の現状と課題
～地域や他産業との連携で広がる衣料品回収、さて出口は？～
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リサイクル率

•ペットボトル 86.9％（2022年）

•古紙 81.6％（2023年）

•家電 エアコン93％、洗濯機92％、冷蔵庫80％

対して衣類は……
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出典：ナカノ株式会社～衣料品リサイクルの現状と課題～
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衣料品回収の課題

①いかにして回収するか？（行動変容、導線作り）

②回収衣料をどう活用するか？（リユース、リサイクル、寄付）
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誰もが罪悪感なくファッションを楽しめる未来を
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